
長
唄 

藤
娘 

一
八
二
六
年
初
演 

 

本
名
題
『
歌
へ
す 

く 

余
波
大
津

絵
（
か
え
す
が
え
す
お
な
ご
り
お

お
つ
え
）
』
大
津
絵
（
江
戸
時
代
か

ら
大
津
の
名
産
と
し
て
知
ら
れ
る

民
族
絵
画
）
の
絵
を
も
と
に
し
た

歌
舞
伎
舞
踊
で
す
。
近
江
八
景
を

織
り
込
ん
だ
そ
の
歌
詞
に
沿
って
、

嫉
妬
す
る
娘
の
恋
心
が
表
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
初
演
当
時
流
行
っ
た

端
唄
「
潮
来
」
が
挿
入
さ
れ
、
美
し

い
菖
蒲
が
咲
く
中
を
小
舟
で
進
む

様
子
が
描
か
れ
ま
す
。 

 

〔前売り〕 

指定席 5,000円・自由席 3,500円 

〔当日券〕 

指定席 5,500円・自由席 4,000円・学生 2,000円 
 

会場 名古屋能楽堂  
名古屋市中区 

三の丸 1-1-1 

 

 

長
唄 

新
曲
浦
島 

 

昭
和
十
七
年
、
藤
子
は
こ
の
曲
に
、
「
素

踊
り
」
で
上
演
す
べ
く
振
り
付
け
た
。

一
番
身
体
が
効
い
た
頃
の
振
付
。
身
体

全
部
を
た
っ
ぷ
り
と
、
舞
台
を
大
き
く

使
って
、
大
海
原
の
う
ね
り
、
流
れ
る
雲

か
ら
、
そ
こ
に
暮
ら
す
漁
民
の
息
遣
い

ま
で
豊
か
に
表
現
し
て
い
る
。   

衣
裳
・
か
つ
ら
の
力
を
借
り
ず
に
、
身
体

だ
け
で
情
景
を
描
き
出
す
素
踊
り
。

釣
竿
を
担
い
で
登
場
す
る
だ
け
で
、
そ

こ
が
何
処
な
の
か
、
ど
ん
な
天
気
な
の
か

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
釣
竿

が
、
時
に
海
に
な
り
、
波
に
な
る
。
扇
子

一
本
で
、
夕
焼
け
空
の
移
り
変
わ
る
様

を
見
せ
る
。
果
て
は
そ
の
扇
子
を
海
に

投
げ
て
、
波
間
に
漂
わ
せ
る
。
や
が
て

踊
り
手
は
、
漁
を
終
え
て
、
苫
屋
へ
帰

る
漁
師
と
な
る
。
天
候
を
気
に
し
て
い

る
か
と
思
え
ば
、
湊
に
吹
き
渡
る
風
と

な
り
、
再
び
漁
師
に
戻
って
船
に
乗
る
。

遠
く
の
海
に
仲
間
の
船
を
見
付
け
て
声

を
か
け
、
沖
に
漕
ぎ
出
す
。
小
さ
い
波

が
立
ち
始
め
、
や
が
て
大
き
な
う
ね
り

を
伴
う
夕
嵐
と
な
る
。
「
役
を
踊
る
」
歌

舞
伎
舞
踊
の
要
素
と
、
扇
子
一
本
で
森

羅
万
象
を
表
現
す
る
明
治
以
来
進
化

さ
せ
て
き
た
日
本
舞
踊
の
技
法
の
融
合

で
あ
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
間
蘭
黄 

 

お申し込み用紙 ﾌｧｯｸｽ 052(323)4575 
 

お名前：             

住 所：              

                 

電 話：              

ﾌｧｯｸｽ：             

 

指定席 5,000 円 ×   枚 =    円 
 

自 由 3,500 円 ×   枚 =     円 
 

（学生は当日、窓口にてチケットを販売します） 

合 計     枚            円 

能 

歌
舞
伎 

長
唄 

船
弁
慶 

作
者
・河
竹
黙
阿
弥 

 

西
国
へ
落
ち
て
い
く
、
義
経
一
行
が
大
物
浦
か
ら
船
に
乗
る
。
静
御
前
は
こ
こ
ま
で
義

経
に
従
って
き
た
が
こ
こ
で
別
れ
と
な
り
、
静
は
義
経
に
故
事
を
伝
え
頼
朝
と
の
和
解
の

時
を
祈
り
ま
す
。
や
が
て
、
船
の
用
意
が
整
い
ま
す
。
こ
の
度
は
、
能
樂
高
安
流
御
宗

家
の
弁
慶
に
よ
り
、
特
別
な
演
出
で
の
上
演
と
な
り
ま
す
。 

魚
売
り
の
女
が
現
れ
屋
島
の
戦
い
の
様
子
を
語
り
ま
す
。
語
り
終
え
る
と
何
処
と
も
な

く
消
え
て
い
き
ま
す
。
船
が
、
海
上
に
出
る
と
、
空
に
黒
雲
、
風
向
き
が
変
わ
り
住
吉

の
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
西
国
で
滅
び
た
平
家
一
門
の
怨
霊

が
海
上
に
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
平
知
盛
の
怨
霊
は
、
薙
刀
を
小
脇
に
抱

え
、
凄
ま
じ
い
形
相
で
、
義
経
一
行
に
向
か
って
襲
い
か
か
る
の
で
し
た
。 

【お切符ご購入・お問合せ】 

名古屋能楽堂 電話 052-231-0088 (名古屋市中区三の丸 1-1-1) 

ちけっとぴあ 電話 0570-02-9999(P ｺｰﾄﾞ 446-294) 
芸文プレイガイド 電話 052-972-0430  

むすめかぶき 電話 052-323-4499 ﾒｰﾙ info@musumekabuki.com 

  〒460-0012名古屋市中区千代田 3-10-3 

出 演 者   

清
元 

保
名 

一
八
一
八
年
初
演 

 

義
太
夫
節
の
『
芦
屋
道
満
大
内

鑑
』
の
阿
倍
の
保
名
が
、
恋
人
榊
の

前
に
死
別
し
形
見
の
小
袖
を
抱
い

て
、
恋
人
の
幻
を
追
う
。
歌
舞
伎

の
舞
踊
音
楽
の
中
で
も
、
当
時
、

時
代
の
新
し
い
影
響
を
受
け
、
曲

調
も
歌
詞
も
こ
れ
ま
で
に
な
い
心

表
の
表
現
は
、
退
廃
美
の
中
に
純

真
な
美
し
さ
を
感
じ
、
小
袖
を
探

す
間
取
り
、
早
間
に
な
って
の
小
鼓

と
の
間
、
気
持
ち
の
浮
き
沈
み
の
抑

揚
。
的
確
な
振
り
が
、
優
美
な
気

品
さ
と
い
う
「
姿
」
を
伝
え
て
い
ま

す
。 

清
元 

藤 
 

幕
末
か
ら
大
正
時
代
に
活

躍
し
た
二
世
藤
間
勘
右
衞

門
振
付
。
二
世
勘
右
衞
門

は
、
明
治
の
中
頃
、
九
代
目

團
十
郎
に
迎
え
入
れ
ら

れ
、
新
歌
舞
伎
十
八
番

「
春
興
鏡
獅
子
」
「
素
襖

落
」
、
坪
内
逍
遥
の
新
歌
舞

伎
「
お
夏
狂
乱
」
等
を
手
が

け
、
今
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。 

  

 

江
戸
時
代
の
初
期
「
か
ぶ
き
踊
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
誕
生
。
元
祖
は
出
雲

の
阿
国
と
い
う
女
性
で
、
念
仏
踊
り
や
狂
言
小
歌
を
取
り
入
れ
踊
って
い
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
笛
や
鼓
の
他
に
あ
た
ら
し
く
三
味
線
を
伴
奏
音
楽
に
加

え
ま
し
た
。
お
く
に
歌
舞
伎
が
、
幕
府
か
ら
禁
止
を
受
け
、
若
衆
か
ぶ
き
を

経
て
男
が
女
に
扮
す
る
女
形
の
出
現
に
よ
る
舞
踊
の
隆
盛
と
な
り
ま
す
。 

幕
末
の
七
代
目
團
十
郎
や
、
明
治
の
九
代
目
團
十
郎
に
よ
る
、
船
弁
慶
や

勧
進
帳
が
上
演
さ
れ
、
ま
た
「
我
が
国
の
舞
踊
を
世
界
的
な
視
野
か
ら
見

直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」と
「新
楽
劇
論
」を
坪
内
逍
遥
博
士
が
発
表
。 

明
治
三
十
七
年
そ
の
モ
デ
ル
作
品
と
し
て
「
新
曲
浦
島
」
を
世
に
問
い
ま

す
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
「台
地
」藤
間
家
は
、
新
楽
劇
論
に
も
深
く
関

わ
り
ま
す
。
重
要
無
形
文
化
財
「歌
舞
伎
舞
踊
」の
保
持
者
に
認
定
（１
９

８
５
年
）
さ
れ
ま
し
た
、
藤
間
藤
子
の
養
母
藤
間
勘
八
か
ら
こ
れ
ら
の
時

代
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
藤
子
の
孫
に
あ
た
る
藤
間
蘭
黄
が
継
承
、
む
す
め

歌
舞
伎
は
、
藤
子
か
ら
三
代
に
わ
た
り
歌
舞
伎
舞
踊
の
伝
承
を
受
け
継

ご
う
と
し
て
い
ま
す
。  

 
 
 

 
 
 

日
本
芸
術
文
化
振
興
会
（国
立
劇
場
） 

顧
問 

織
田
紘
二 

mailto:info@musumekabuki.com

